
令和 7 年度障害者支援施設等デジタル技術等活用支援事業補助金に係る 

導入効果の公表について 

当法人（施設）では、令和 7 年度障害者支援施設等デジタル技術等活用支援事業補助金を活用し、以下の

通りデジタル機器等の導入を行いました。 

全国の障害福祉サービス事業者等の皆様における ICT 活用・機器導入の参考としていただくため、導入製

品の内容およびその導入効果について公表いたします。 

1. 補助事業の概要 

• 事業名： 令和 7 年度障害者支援施設等デジタル技術等活用支援事業 

2. 導入機器・製品の内容 

業務の効率化および情報共有の円滑化を図るため、以下の製品・機器を導入いたしました。 

• 導入機器・製品名①  

 iPad(A16)WiFi モデル 11 インチ 128G イエロー MD4D4J/A   ： 1 台 

• 導入機器・製品名② 

A S U S ノートパソコン 15.6 型 メモリ 4G  eMMC128G win11 E510KA-N441BWS  ：1 台 

3. 導入の目的と背景 

当事業所では、支援記録の記入や国保連への請求業務に、昨年度導入したソフトを活用しています。これ

により、連動していない帳簿への手入力や転記が不要となり、業務の平準化とミスの起こりにくい環境を実現

できました。今後も同ソフトを継続して利用してまいります。 

一方で、ソフトに入力するための機器が不足しており、日中の隙間時間を活用した記録入力が難しい状況

にありました。このソフトはクラウド上でデータを管理しているため、インターネットに接続できる環境があれ

ば、場所を選ばず入力が可能です。しかし、事務業務に使えるタブレット端末は日中の支援で使用しているた

め、事務作業に充てることができませんでした。 

そこで今回、タブレット端末およびノートパソコンを新たに導入し、職員が事務業務に使用できる機器を増や

しました。 

4. 導入効果 

隙間時間に記録を入力できるようになったことで、業務の効率化につながりました。 

また、夕方の時間を翌日以降の支援の準備や、支援記録入力以外の事務作業に充てることができるように

なりました。 

今後もデジタル技術を効果的に活用し、職員の労働環境の改善と、利用者の皆様への質の高いサービス

提供に努めてまいります。 


